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ワン
ポイント

（葉月）AUGUST

11日・山の日

日 月 火 水 木 金 土

8月◆  8 月 の 税 務 と 労 務

8 2026（令和8年）

国際観光旅客税の引上げ　日本から出国する際に航空券などの代金に上乗せして徴収される
税金。これまでは出国1回につき1,000円でしたが、今年7月以降の出国から3,000円へと引き
上げられました。税収はオーバーツーリズム（観光公害）対策や、日本人が安心安全に海外旅行
を楽しめるようにするための環境整備などに充てられます。

国　税／�7月分源泉所得税の納付� 8月10日

国　税／�6月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）�

� 8月31日

国　税／�12月決算法人の中間申告� 8月31日

国　税／�9月、12月、3月決算法人の消費税等の�

中間申告（年3回の場合）� 8月31日

国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告�8月31日

地方税／個人事業税第1期分の納付

� 都道府県の条例で定める日

地方税／個人住民税第2期分の納付

� 市区町村の条例で定める日
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8 月号─2

一　

改
正
の
概
要

⑴　

カ
ス
ハ
ラ
対
策

　

改
正
法
で
は
、
顧
客
・
取
引
先
・

施
設
利
用
者
な
ど
「
顧
客
等
」
の
言

動
で
、
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範

囲
を
超
え
る
も
の
に
よ
り
労
働
者
の

就
業
環
境
が
害
さ
れ
な
い
よ
う
、
事

業
主
が
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

措
置
に
は
、
相
談
対
応
体
制
の
整

備
に
加
え
、
抑
止
の
た
め
の
措
置
も

含
ま
れ
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
相
談
し
た
こ
と
等
を
理
由

に
労
働
者
へ
不
利
益
な
取
扱
い
を
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
他
社
か
ら
協

力
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
応
ず
る
努

力
義
務
も
規
定
さ
れ
ま
す
。

⑵　

セ
ク
ハ
ラ
対
策

　

求
職
活
動
等
の
場
面
で
、
事
業
主

が
雇
用
す
る
労
働
者
に
よ
る
性
的
な

言
動
に
よ
り
、
求
職
者
等
の
活
動
が

阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
、
事
業
主
が
体

制
整
備
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
求
職
者
（
企
業
の
求
人
に

応
募
す
る
者
）
だ
け
で
な
く
、
採
用

に
資
す
る
活
動
参
加
者
や
、
教
育
実

習
・
看
護
実
習
等
の
実
習
生
も
含
ま

れ
ま
す
。

二　

カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
義
務
化

⑴　

カ
ス
ハ
ラ
の
定
義

　

カ
ス
ハ
ラ
は
、
次
の
①
か
ら
③
ま

で
の
要
素
を
全
て
満
た
す
も
の
と
定

義
さ
れ
ま
す
。

①　

顧
客
等
の
言
動
で
あ
っ
て
、

②　

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が
従
事

す
る
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情

に
照
ら
し
て
社
会
通
念
上
許
容
さ

れ
る
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、

③　

労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ

る
も
の

　

こ
れ
ら
に
は
、
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
言
動
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
顧
客
等
か
ら
の
苦
情
の
全

て
が
カ
ス
ハ
ラ
で
は
な
い
こ
と
、
障

害
者
か
ら
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を

し
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
、
合
理
的

配
慮
（
社
会
的
障
壁
の
除
去
等
）
の

提
供
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
正
当
な

権
利
行
使
は
、
カ
ス
ハ
ラ
に
は
当
た

ら
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵　
「
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範

囲
を
超
え
た
言
動
」と
は

　

社
会
通
念
に
照
ら
し
、
そ
の
顧
客

等
の
言
動
の
内
容
が
契
約
内
容
か
ら

し
て
相
当
性
を
欠
く
も
の
、
ま
た
は

手
段
や
態
様
が
相
当
で
な
い
も
の
を

指
し
、
典
型
的
な
例
と
し
て
は
次
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

一
方
の
み
で
も
社
会
通
念
上
許
容
さ

れ
る
範
囲
を
超
え
れ
ば
、
カ
ス
ハ
ラ

に
該
当
し
得
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

で
す（
例
：
要
求
内
容
は
正
当
で
も
、

暴
言
な
ど
手
段
が
不
当
な
場
合
）。

①　

言
動

・　

そ
も
そ
も
要
求
に
理
由
が
な

い
又
は
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
と

全
く
関
係
の
な
い
要
求

・　

契
約
等
に
よ
り
想
定
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
を
著
し
く
超
え
る

要
求

・　

対
応
が
著
し
く
困
難
な
又
は

対
応
が
不
可
能
な
要
求

・　

不
当
な
損
害
賠
償
要
求

②　

手
段
や
態
様

・　

身
体
的
な
攻
撃
（
暴
行
、
傷

害
等
）

・　

精
神
的
な
攻
撃
（
脅
迫
、
中

傷
、
名
誉
毀
損
、
侮
辱
、
暴
言
、

土
下
座
の
強
要
等
）

・　

威
圧
的
な
言
動

・　

継
続
的
、
執
拗
な
言
動

・　

拘
束
的
な
言
動
（
不
退
去
、

居
座
り
、
監
禁
）

　

判
断
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
要

素
（
そ
の
言
動
の
目
的
、
言
動
を
受

本以
下「

等てしへ
の

のに他

カ
ス
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
対
策
の
義
務
化

カ
ス
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
対
策
の
義
務
化

　
本
年

　
本
年
1010
月
１
日
よ
り
、
労
働
施
策
総
合
推
進
法
お
よ
び
男

月
１
日
よ
り
、
労
働
施
策
総
合
推
進
法
お
よ
び
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
以
下
「
カ
ス
ハ
ラ
」）
対
策
と
、
求
職
者
等
に
対
す

ン
ト
（
以
下
「
カ
ス
ハ
ラ
」）
対
策
と
、
求
職
者
等
に
対
す

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
「
セ
ク
ハ
ラ
」）

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
「
セ
ク
ハ
ラ
」）

対
策
が
、
全
て
の
事
業
者
で
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

対
策
が
、
全
て
の
事
業
者
で
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
現
場
の
工
夫
や
個
別
対
応
に
委
ね
ら
れ
が
ち

　
こ
れ
ま
で
現
場
の
工
夫
や
個
別
対
応
に
委
ね
ら
れ
が
ち

だ
っ
た
も
の
が
、
法
令
に
基
づ
く
企
業
の
雇
用
管
理
上
の
措

だ
っ
た
も
の
が
、
法
令
に
基
づ
く
企
業
の
雇
用
管
理
上
の
措

置
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
方
針
・
相
談
体
制
・
事
後
対
応

置
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
方
針
・
相
談
体
制
・
事
後
対
応

を
含
め
た
運
用
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

を
含
め
た
運
用
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。。



3─ 8月号

け
た
労
働
者
の
問
題
行
動
の
有
無
や

内
容
・
程
度
を
含
む
言
動
が
行
わ
れ

た
経
緯
や
状
況
、
業
種
・
業
態
、
業

務
の
内
容
・
性
質
、
言
動
の
態
様
・

頻
度
・
継
続
性
、
労
働
者
の
属
性
や

心
身
の
状
況
、
行
為
者
と
の
関
係
性

等
）
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
こ
と
が

適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶　
「
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
」と
は

　

顧
客
等
の
言
動
に
よ
り
労
働
者
が

身
体
的
又
は
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え

ら
れ
、
労
働
者
の
就
業
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
っ
た
た
め
、
能
力
の
発

揮
に
重
大
な
悪
影
響
が
生
じ
る
等
、

そ
の
労
働
者
が
就
業
す
る
上
で
看
過

で
き
な
い
程
度
の
支
障
が
生
じ
る
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
指
針
で
は
「
平
均

的
な
労
働
者
の
感
じ
方
」
を
基
準
と

す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
、
頻
度
・

継
続
性
は
考
慮
さ
れ
ま
す
が
、
強
い

身
体
的
又
は
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る

態
様
な
ら
１
回
で
も
就
業
環
境
を
害

し
得
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑷　

事
業
主
が
必
ず
講
ず
べ
き
措
置

　

カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
た
め
事
業
主
が

講
ず
べ
き
措
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及

び
そ
の
周
知
・
啓
発

　
　

毅
然
と
し
た
態
度
で
の
対
応
、

労
働
者
保
護
の
方
針
を
明
確
化
、

カ
ス
ハ
ラ
内
容
と
対
処
内
容
の
周

知
。

②　

相
談
体
制
の
整
備

　
　

相
談
窓
口
を
定
め
て
労
働
者
に

周
知
し
、
相
談
窓
口
担
当
者
が
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③　

事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

　
　

事
実
確
認
、被
害
者
へ
の
配
慮
、

再
発
防
止
の
措
置
を
講
ず
る
。

④　

カ
ス
ハ
ラ
抑
止
の
た
め
の
措
置

　
　

特
に
悪
質
と
考
え
ら
れ
る
カ
ス

ハ
ラ
へ
の
対
処
方
針
を
定
め
、
労

働
者
に
周
知
し
、
対
処
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

⑤　

そ
の
他
に
講
ず
べ
き
措
置

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
相
談

し
た
こ
と
等
を
理
由
と
す
る
不
利

益
な
取
扱
い
を
さ
れ
な
い
旨
を
定

め
、
周
知
・
啓
発
を
す
る
。

三　

求
職
者
等
に
対
す
る 

セ
ク
ハ
ラ
対
策
の
義
務
化

⑴　

定
義

　

求
職
者
等
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
と

は
、
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に

よ
る
「
性
的
な
言
動
」
に
よ
り
求
職

者
等
に
よ
る
求
職
活
動
等
が
阻
害
さ

れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

同
性
間
も
含
み
、
人
格
を
否
定
す

る
よ
う
な
言
動
を
行
う
こ
と
、
性
的

指
向
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
改
正
前
の
指
針
で
は
「
性
自

認
」
と
表
記
）
に
関
す
る
侮
辱
的
な

言
動
も
含
み
ま
す
。

⑵　

求
職
者
等

　

求
職
者
（
企
業
の
求
人
に
応
募
す

る
者
）や
、
求
職
者
以
外
の
者
で
あ
っ

て
、
事
業
主
の
実
施
す
る
労
働
者
の

採
用
に
資
す
る
活
動
に
参
加
す
る
者

や
、
教
育
実
習
、
看
護
実
習
そ
の
他

の
実
習
を
受
け
る
者
も
該
当
し
ま
す
。

⑶　

求
職
活
動
等

　

求
職
者
が
行
う
求
職
活
動
や
求
職

者
に
類
す
る
者
が
行
う
職
業
の
選
択

に
資
す
る
活
動
を
指
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
介
し
た
も
の
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

該
当
例
に
は
、
企
業
の
採
用
面
接

へ
の
参
加
、
企
業
の
就
職
説
明
会
へ

の
参
加
、
企
業
の
雇
用
す
る
労
働
者

へ
の
訪
問
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

の
参
加
、
教
育
実
習
、
看
護
実
習
等

の
実
習
の
受
講
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑷　

性
的
な
言
動

　

性
的
な
内
容
の
発
言
及
び
性
的
な

行
動
を
指
し
、「
性
的
な
事
実
関
係

を
尋
ね
る
こ
と
」「
性
的
な
内
容
の
情

報
を
意
図
的
に
流
布
す
る
こ
と
」「
性

的
な
関
係
を
強
要
す
る
こ
と
」「
必
要

な
く
身
体
に
触
る
こ
と
」「
わ
い
せ
つ

な
図
画
を
配
布
す
る
こ
と
」
等
が
含

ま
れ
ま
す
。

⑸　

事
業
主
が
必
ず
講
ず
べ
き
措
置

　

求
職
者
等
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
防
止
の

た
め
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①　

事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及

び
そ
の
周
知
・
啓
発

　
　

求
職
者
等
に
セ
ク
ハ
ラ
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
旨
の
方
針
、
行
為

者
へ
の
厳
正
対
処
、
求
職
活
動
等

に
関
す
る
ル
ー
ル
を
明
確
化
し
周

知
・
啓
発
を
す
る
。

　
　

な
お
、
求
職
活
動
等
に
関
す
る

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の

ほ
か
求
職
者
等
に
対
し
て
も
周

知
・
啓
発
す
る
。

②　

相
談
体
制
の
整
備

　
　

相
談
窓
口
を
定
め
求
職
者
等
に

周
知
、
相
談
窓
口
担
当
者
が
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③　

事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

　
　

事
実
関
係
の
確
認
、
被
害
者
へ

の
配
慮
、行
為
者
に
対
す
る
措
置
、

再
発
防
止
措
置
を
講
ず
る
。

④　

そ
の
他
に
講
ず
べ
き
措
置

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
調
査
等

の
協
力
者
へ
の
不
利
益
取
扱
の
禁

止
措
置
を
講
じ
周
知
・
啓
発
す
る
。
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　産業医の辞任・解任・退任（以下「辞任等」）
に関する手続きが、労働安全衛生規則の改
正により設けられます。
　従来は、常時50人以上の労働者を使用
する事業場では、産業医を選任した場合に、
所轄労働基準監督署長に対して「選任報告」
が必要ですが、辞任等には報告義務があり
ませんでした。
　改正後は、産業医の辞任等があったとき
も、遅滞なく、辞任等があった産業医の氏
名と辞任等の年月日等を報告することが必
要になります（令和８年８月１日施行）。
　ただし、後任産業医の選任報告（従来の
様式）に前任者情報を併せて報告する場合
は、辞任等の単独報告は不要です。
　注意すべき点は次の３つです。
①　産業医の辞任等が発生した場合は、そ
の辞任等の日から14日以内に新たな産

業医を選任する。
②　辞任・解任時は従来どおり衛生委員会
または安全衛生委員会へ、遅滞なくその
旨とその理由を報告する。
③　所轄労働基準監督署長への報告は、原
則として電子申請で行う（「ｅ-GOV電子
申請」や「労働安全衛生法関係の届出・
申請等帳票印刷に係る入力支援サービ
ス」から申請可能）。
　産業医が不在の期間が生じると、健康診
断後措置や長時間労働者の面接指導、スト
レスチェック面接指導などの運用に支障が
出やすいため、辞任等が見込まれている場
合は早期に後任候補の選定を進めましょう。
（参考）産業医とは…労働者の健康保持の
措置、健康障害の原因の調査及び再発防
止措置などを行います。また、事業者は
産業医に必要な情報提供や権限付与を行
うことが求められます。常時50人以上
の労働者を使用する事業場には選任義務
がありますが、50人未満の事業場では、
産業医の選任は努力義務となります。
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〈労働安全衛生法〉 
産業医の辞任等に関する手続き

　台風シーズンに備え、従業員の安全確保
を最優先とした、天災発生時の行動の判断
基準・会社としての対応を決めておくこと
が重要です。
　鉄道の計画運休や警報発令時は、在宅勤
務・時差出勤・臨時休業などの選択肢を用
意し、誰が、どのタイミングで決定し、ど
のように連絡するかを事前に周知します。
　不可抗力による休業は「無給」とするこ
とも可能ですが、状況に応じて休業手当（労
働基準法：平均賃金の６割以上）の支払い、
就業規則等に沿った賃金・手当の支給、雇
用調整助成金の活用など、各種の対応をあ
らかじめ整理・確認しておきましょう。
　被災時は心身不調の相談先も案内し、必
要に応じ公的窓口の活用も検討していきま
しょう。台風に限らず、地震その他の災害
も念頭におきながら、安否確認・出社再開
の基準・二次災害防止（復旧作業の安全衛
生）も併せて整備しておくとよいでしょう。

８月の労務 ピックアップ  
台風など天災発生時の対応


